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T iermnalArxm e l; ASV T)
A我々は,学内に超小型地球局 (VS刀 を設置して, 
993年1月に郵政省より実験用無線局開設の免許を取
衛星通信は,広域性 ･同報性 ･回線設定の柔軟性 ･
CU tnsa
1
得した (局名 : 協議会 J
対災害性などの特徴を有し,日本においても既に種々






























止軌道上にあった JCSAT-1号衛星を. 1997年 10月以
降は同じ軌道位置に置き変わった JCSAT-1A号衛星 S 
を利用している (図2).両通信衛星は Kuバンド 'lの
中継器を有しており,衛星への送信 ⅣpLik周波数 . A AT- An) 図 2 にS T通信衛星の 1
は 14GH 帯,衛星からの受信 ( わw ik周波数はz tn Ln)
12GHz帯である.本学から見た衛星の方位角および
仰角はそれぞれ 166.ざ と 4.1 図 3参照) 7 030である( . 
' 1-3 テムの概観図KLl Kバンド(2 0GHz帯)の下側 ( n
 
域で,1.-1. de)
20 80GHz帯を意味する. rの帯 JCSAT-1 JC 








yO汀e Rの 10秒毎の測定結果 3回分を加8EB･t
s
Frquenc
ATXE Rで (図4参照),有 算平均して,値をログとしてハードディスクに保存すは NC製 V
効径 
ASE Tシステム N
lのオフセット･パラボラ･アンテナと室外18m. るようになっている (図6参照) .
)および室内装置 PnhUDO装置 ( OutD∝) ;tUirn r
 
DU)I;tUin から成る【91.
本学地球局の送信 ⅣpL および受信 ( 


























-自動調整する AGC( bA GiCtuo an on･o)l. 
受信信号周波数を監視し,受信中心周波数からの).b
オフセット( RXF yrquencOf )を自動的に補正すt
). 
se












(受信チャンネル)の選択も ,Ⅱ肘 で行う. 
図図54 7ンテナおよびの JJ専用ルータ (上) n.(の設置状態とI 下
EB)Rtae Rl1.1
.3 超小型地球局の遠隔監視 ･制御について 
22.節で概説した衛星回線の監視および制御は,C
センター内の実験室に設置されている IDU前面の制御
パネル (図 5参照)により手動でも行えるが,計算機を 
DR






















EF O trquency rse
状況 (送信電力や受信周波数など/ AGC,E ..R
,BRの値など)の確認を学内 LNに接
畑中 雅彦.鈴木 美也.岡 和書男,書き岡 一価 
4.降雨減衰計測系について



















































































+(受信雑音レベルの増加分) --( J ■Iニ r
15
本計測系の性能評価は,以下のように行った【1.晴















































































】である P PP 
∞1)および SL Itmene tineLilera インターネットを含めたディジタル通信では,情報を特定の大
p 01 ]をサポー トいるので,シリアル PS )
ケーブルによりコンピュータと接続できる● 2.
8Ⅰ【troo -232C) keパ きさのパケット(由c t,小包)に分割し,各
























Eションは tmeにより研究室 LAN(学内 LAN)にも接 ｢混雑時に一部のパケットを衛星回線に流す｣とか ,
A特定のサービスに関与するパケットを衛星回線に流す｣などの経路選択のルールについて,学内 LN関
から,学内 LAN～ 本ワークステーション～ 学内電話
部局および共同研究先と合意する必要がある. 連
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具体的には,このワークステーション上で経路制御
用常駐プログラム (ルーティング ･デーモン mldl0)t 2]













専用ルータの S eil/raIFから学内電話回線 ･ワークステー































直 教授,棚橋 真 助手,北海道工業大学応用電子工学










卓也苦 ((株)横河技術情報) , 竹谷弘君 (北海道エニ





























4, 188) 38 
[7].青木由直 ,棚橋真,初田健,他 :通信衛星による簡易
テレビ会議システムの開発と実験,情報処理北海道シ




































































1 ) 7-4 
[201.砂原秀樹,石井秀治,植原啓介,林周志:プロフェショ

ナル BSD,(秩)アスキー,(1994)pp.158-159,p.432
 
[21】.青木由直,棚橋真,川嶋稔夫,他:通信衛星を用いた
知的画像通信の共同研究 (I),平成 6年度電気関係学
会北海道支部連合大会,p25(94.7 19)

ー 7 3-
